
平
安
京
の
鴻
櫨
館
に
関
す
る
一
考
察

原

美
和
子

［
キ
ー
ワ
ー
ド
①
平
安
京
の
鴻
櫨
館
、
②
大
嘗
会
の
標
山
、
③
『
貴
嶺
問
答
』
、
④
法
家
坂
上
流
中
原
氏
］

一1一

は
　
じ
　
め
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
↓

　
平
安
京
の
鴻
腫
館
は
、
入
京
し
た
外
国
使
節
を
迎
接
す
る
た
め
の
施
設
と
し
て
運
営
・
管
理
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
遣
唐
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

の
進
発
の
場
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
平
安
京
鴻
櫨
館
が
外
国
使
臣
、
主
に
渤
海
使
と
日
本
の
官
人
と
の

文
化
的
交
流
の
場
と
な
っ
た
こ
と
は
、
史
料
上
に
散
見
さ
れ
、
贈
答
さ
れ
た
漢
詩
文
の
流
布
と
共
に
、
強
く
後
世
の
記
憶
に
も

　
　
　
　
（
3
）

残
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

　
し
か
し
、
遣
唐
使
の
派
遣
は
承
和
度
を
最
後
と
し
て
見
ら
れ
な
く
な
り
、
唯
一
国
使
を
派
遣
し
て
来
て
い
た
渤
海
使
の
入
京



平安京の鴻臆館に関する一考察（原　美和子）

は
延
喜
二
＋
年
〔
九
二
〇
〕
が
最
後
と
な
・
．
漉
・
そ
の
後
渤
海
は
九
二
六
年
に
滅
亡
し
・
延
長
七
年
〔
九
二
九
〕
＋
二
月
に
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

丹
国
使
と
し
て
渤
海
の
遺
臣
斐
膠
等
九
十
三
人
が
丹
後
国
に
来
着
し
入
京
し
な
い
ま
ま
帰
国
し
た
後
は
、
外
国
使
節
の
来
朝
も

中
絶
し
、
平
安
京
の
鴻
腫
館
は
館
舎
と
し
て
本
来
の
役
割
を
果
た
す
機
会
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
以
降
、
平
安
京
の
鴻
櫨
館
は

衰
退
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
実
態
は
不
明
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
V

　
平
安
京
の
鴻
櫨
館
の
所
在
地
並
び
に
成
立
か
ら
終
焉
ま
で
に
つ
い
て
は
、
角
田
文
衛
氏
が
詳
し
く
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
十
世

紀
後
半
以
降
の
平
安
京
鴻
櫨
館
に
つ
い
て
も
諸
史
料
を
紹
介
・
検
討
し
、
「
第
一
次
の
鴻
櫨
館
は
、
前
記
の
『
意
見
封
事
参
条
』

が
執
筆
さ
れ
た
頃
、
す
な
は
ち
一
〇
世
紀
の
五
十
年
代
に
は
、
衰
頽
し
た
と
は
言
へ
、
確
実
に
地
表
で
威
容
を
保
っ
て
ゐ
た
。

一
方
、
藤
原
伊
通
や
平
信
範
（
『
兵
範
記
』
）
に
よ
る
と
、
一
一
六
〇
年
代
に
は
第
二
次
の
鴻
櫨
館
が
い
ま
だ
所
在
し
、
『
今
ま

で
も
標
の
山
は
其
所
よ
り
ぞ
ひ
き
候
な
る
』
状
況
で
あ
っ
た
。
か
れ
こ
れ
勘
按
し
て
み
る
と
、
第
一
次
の
鴻
臆
館
が
倒
壊
な
い

し
解
体
さ
れ
た
後
、
第
二
次
の
鴻
腫
館
が
建
設
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
一
〇
五
〇
年
頃
か
ら
＝
五
〇
年
ま
で
の
一
世
紀
の
問
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
で
あ
っ
た
と
憶
測
さ
れ
る
」
と
し
て
、
大
嘗
会
の
標
山
を
格
納
し
て
お
く
た
め
の
建
物
1
1
「
第
二
次
の
鴻
櫨
館
」
説
を
提

示
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
裏
付
け
は
、
平
安
京
西
鴻
腫
館
跡
推
定
地
か
ら
少
量
で
は
あ
る
が
平
安
時
代
後
期
（
十
一
世
紀
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
V

～
十
二
世
紀
末
）
の
小
形
の
軒
瓦
等
が
出
土
し
て
い
る
と
い
う
、
近
年
の
発
掘
成
果
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
田
島
公
氏
は
、
平
安
京
の
鴻
臆
館
と
大
宰
府
の
鴻
腫
館
に
関
す
る
綿
密
な
考
証
を
さ
れ
、
従
来
大
宰
府
鴻
櫨
館
の
最

後
の
記
事
と
さ
れ
て
き
た
寛
治
五
年
〔
一
〇
九
一
〕
の
史
料
が
、
実
は
平
安
京
の
鴻
櫨
館
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

い
う
興
味
深
い
指
摘
を
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
平
安
京
西
鴻
腫
館
跡
推
定
地
か
ら
平
安
時
代
後
期
の
軒
瓦
等
が
発
見
さ
れ
た
と
い

う
考
古
学
的
裏
付
け
に
加
え
、
大
嘗
会
の
標
山
を
格
納
し
て
お
く
建
物
が
あ
っ
た
と
い
う
角
田
氏
の
「
第
二
次
の
鴻
臆
館
」
説
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に
導
か
れ
て
、
「
以
上
の
よ
う
に
文
献
史
料
の
み
な
ら
ず
考
古
資
料
か
ら
も
、
院
政
期
に
は
平
安
京
鴻
櫨
館
が
確
実
に
存
在
し

　
　
　
　
（
1
0
）

た
と
い
え
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
氏
の
寛
治
五
年
の
「
鴻
腫
館
」
に
関
す
る
指
摘
は
、
大
宰
府
鴻
櫨
館
の
存
続
、
ひ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

は
大
宰
府
に
お
け
る
貿
易
の
実
態
及
び
平
安
時
代
の
対
外
政
策
の
解
明
に
も
関
わ
っ
て
く
る
も
の
で
、
重
要
で
あ
る
。
し
か

し
、
両
氏
が
依
拠
し
て
い
る
平
安
京
の
鴻
腫
館
に
関
す
る
史
料
の
解
釈
に
は
、
一
部
疑
問
点
が
見
ら
れ
、
再
検
討
を
要
す
る
と

思
わ
れ
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
渤
海
・
東
丹
使
途
絶
後
の
平
安
京
「
鴻
腫
館
」
に
関
す
る
史
料
を
も
う
一
度
見
直
し
、
館
舎
と
し
て
の

存
続
に
注
目
し
つ
つ
、
そ
の
敷
地
の
変
遷
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
と
思
う
。

平
安
京
の
鴻
臆
館
に
関
す
る
史
料
－
十
世
紀
後
半
～
十
二
世
紀
後
半
ー

　
平
安
京
で
は
、
七
条
大
路
の
北
に
朱
雀
大
路
を
挟
ん
だ
東
西
に
鴻
臆
館
が
営
ま
れ
た
。
そ
の
所
在
地
は
、
東
鴻
臆
館
は
左
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

七
条
一
坊
三
・
四
町
、
西
鴻
臆
館
は
右
京
七
条
一
坊
三
・
四
町
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
承
和
六
年
〔
八
三
九
〕
八
月
に
東
鴻
臆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

館
の
敷
地
二
町
は
、
典
薬
寮
管
轄
下
に
置
か
れ
て
薬
園
と
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
そ
れ
以
後
の
史
料
に
見
ら
れ
る
「
鴻
櫨
館
」

は
、
基
本
的
に
は
西
鴻
櫨
館
の
こ
と
と
考
え
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。

　
外
国
使
節
の
入
京
が
見
ら
れ
な
く
な
る
と
、
平
安
京
鴻
臆
館
に
つ
い
て
記
す
史
料
も
限
ら
れ
て
く
る
。
ま
ず
、
順
を
追
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

確
認
さ
れ
て
い
る
史
料
を
示
し
、
館
舎
と
し
て
の
鴻
櫨
館
の
存
続
に
留
意
し
な
が
ら
個
別
に
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
）
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〈
史
料
①
〉
菅
原
文
時
が
天
暦
十
一
年
〔
九
五
七
〕
（
十
月
に
改
元
し
て
天
徳
元
年
と
な
る
）
十
二
月
二
十
七
日
付
で
村
上
天

皇
に
奏
上
し
た
『
封
事
三
箇
条
』
の
三
箇
条
目
、
「
請
下
不
レ
廃
二
失
鴻
腫
館
一
懐
二
遠
人
一
励
中
文
士
上
事
」
。

　
　
右
鴻
櫨
館
者
、
為
二
外
賓
一
所
レ
置
也
。
星
律
多
積
、
雲
構
頻
頽
。
頃
年
以
来
、
堂
宇
欲
レ
尽
、
所
司
不
レ
能
二
修
造
一
、
公

　
　
家
空
以
廃
忘
（
中
略
）
伏
望
、
深
図
遠
慮
、
勿
レ
廃
二
失
此
賓
館
一
。
然
則
遽
方
不
レ
離
レ
心
、
文
士
無
レ
倦
レ
業
。
是
則
示
二

　
　
海
外
一
以
二
仁
沢
之
広
一
、
耀
二
天
下
一
以
二
威
風
之
高
一
也
。

〈
史
料
②
〉
『
小
右
記
』
治
安
元
年
〔
一
〇
二
一
〕
二
月
二
十
九
日
条
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
下
〕

　
　
無
量
寿
院
講
堂
礎
上
達
部
可
レ
曳
。
上
膓
三
果
、
口
膓
二
果
者
。
以
二
二
百
余
人
一
可
レ
曳
二
一
呆
一
、
二
介
日
可
二
引
着
一

　
　
云
々
者
。
是
鴻
櫨
石
云
々
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

〈
史
料
③
〉
久
原
文
庫
旧
蔵
『
熾
盛
光
仏
頂
大
威
徳
錆
災
大
吉
祥
陀
羅
尼
』
一
帖
の
扉
書
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
イ
）

　
　
寛
治
五
年
八
月
、
於
二
鴻
腫
館
｝
、
以
二
大
宋
商
客
季
居
簡
摸
本
】
、
或
比
二
校
之
一
。
即
右
墨
字
、
是
居
簡
本
也
。

〈
史
料
④
V
応
保
二
年
〔
一
一
六
二
〕
頃
に
藤
原
伊
通
が
著
し
た
『
大
塊
秘
抄
』
。

　
　
七
条
朱
雀
、
東
西
に
鴻
臆
館
と
申
所
候
、
異
国
の
人
参
れ
る
時
ゐ
る
所
に
て
な
む
候
け
る
。
物
が
た
り
に
し
つ
た
へ
て

　
　
候
、
こ
ま
う
ど
な
ど
申
人
も
此
や
に
て
候
け
る
。
く
に
ぐ
に
し
た
が
ひ
て
べ
ち
酒
＼
の
や
に
候
。
村
上
の
御
日
記
に
、

　
　
蜜
瓜
の
た
ね
を
鴻
腫
館
の
あ
つ
か
り
に
給
ひ
て
、
鴻
櫨
に
う
へ
さ
せ
ら
れ
た
り
と
こ
そ
候
め
れ
。
お
ほ
や
け
は
、
よ
き
う

　
　
り
う
へ
さ
せ
て
き
こ
し
め
し
け
る
に
こ
そ
候
め
れ
。
今
は
人
の
領
と
な
り
て
候
め
り
。
い
つ
よ
り
ま
か
り
成
た
る
に
や
候

　
　
　
　
　
　
ロ
　

　
　
ら
ん
。
い
ま
ま
で
も
へ
う
の
山
は
其
所
よ
り
ぞ
ひ
き
候
な
る
。

〈
史
料
⑤
〉
『
兵
範
記
』
仁
安
三
年
〔
＝
六
八
〕
十
一
月
二
十
二
日
条
（
引
用
文
は
、
陽
明
叢
書
『
人
車
記
』
に
依
拠
）
。
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未
明
出
立
参
二
斎
場
所
｝
（
中
略
）
次
引
二
出
標
山
一
。
先
抜
二
棄
東
鳥
居
一
、
又
破
二
却
南
門
西
液
木
柴
垣
両
三
丈
一
。
装
束

人
夫
〈
用
二
黄
抱
｝
、
書
二
虎
形
一
〉
百
人
、
雑
夫
百
人
付
レ
綱
（
経
路
中
略
1
1
後
述
）
至
二
朱
雀
大
路
一
留
二
立
東
辺
一
（
中

略
）
於
二
七
条
朱
雀
一
重
整
二
行
列
一
、
仰
二
含
行
事
官
等
一
之
後
、
奉
レ
見
二
院
御
幸
一
之
処
未
レ
成
云
々
。
頃
之
使
者
走
来
、

已
御
幸
、
被
レ
立
二
朱
雀
門
前
東
辺
一
由
云
々
。
次
牒
二
主
基
方
一
。
同
様
相
並
令
二
行
列
一
、
次
引
レ
標
、
次
行
事
官
行
列

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ハ
）
　
A

（
中
略
）
悠
紀
標
引
二
入
朱
雀
門
応
天
門
等
東
戸
一
、
立
二
会
昌
門
外
［
（
中
略
）
於
二
七
条
鴻
櫨
館
一
著
レ
握
行
事
可
レ
蓋
二

　
　
　
　
　
B

　
　
盃
齪
一
之
由
、
右
少
弁
同
心
錐
レ
令
二
議
定
一
、
院
御
車
已
立
経
二
時
剋
｝
、
依
レ
有
レ
恐
不
着
不
行
。

〈
史
料
⑥
〉
中
山
忠
親
〔
一
＝
二
一
～
＝
九
五
〕
、
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
で
文
治
年
間
〔
＝
八
五
～
一
一
九
〇
〕
頃
編
纂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
6
）

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
『
貴
嶺
問
答
』
第
二
十
三
条
「
鴻
櫨
館
事
」
。

　
　
久
不
二
申
承
一
、
不
審
尤
多
。
昨
日
参
二
博
陸
亭
一
。
人
々
云
、
鴻
臆
館
造
営
功
成
。
件
所
、
誰
人
可
二
監
当
｝
哉
者
。
詳

　
　
無
二
答
対
之
人
一
。
若
有
二
所
見
一
者
、
可
二
注
給
一
者
也
。
謹
言
。

　
　
件
館
事
、
職
員
令
日
、
監
二
当
館
舎
事
一
。
注
日
、
謂
鴻
腫
館
也
。
者
、
玄
蕃
寮
可
二
監
当
一
歎
。
傍
言
上
如
レ
件
。

　
ま
ず
史
料
①
に
よ
れ
ば
、
天
暦
十
一
年
〔
九
五
七
〕
頃
に
は
、
修
造
が
な
さ
れ
な
い
状
態
で
鴻
櫨
館
の
建
物
が
荒
廃
し
始
め

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
「
堂
宇
」
「
修
造
」
「
賓
館
」
の
語
か
ら
、
こ
こ
で
は
館
舎
と
し
て
の
鴻
櫨
館
が
問
題
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
荒
廃
は
し
て
い
て
も
、
十
世
紀
半
ば
に
は
鴻
臆
館
の
館
舎
は
存
続
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
史
料
②
で
は
、
「
鴻
臆
」
の
石
が
、
藤
原
道
長
の
命
に
よ
っ
て
無
量
寿
院
講
堂
の
礎
石
に
転
用
す
る
た
め
に
運
び
出
さ
れ
て

い
る
。
礎
石
が
持
ち
去
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
治
安
元
年
〔
一
〇
二
一
〕
当
時
に
は
、
既
に
鴻
腫
館
の
主
要
な
館
舎
は
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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史
料
①
と
②
の
問
を
埋
め
る
史
料
は
確
認
で
き
な
い
が
、
菅
原
文
時
が
示
し
た
よ
う
な
復
興
を
望
む
意
見
が
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
外
国
使
節
の
迎
接
と
い
う
目
的
が
失
わ
れ
た
状
況
下
に
あ
っ
て
は
、
修
造
さ
れ
な
い
ま
ま
鴻
臆
館
の
館
舎
は
消
滅

し
、
六
十
年
程
の
間
に
は
礎
石
の
み
が
残
る
状
態
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
治
安
元
年
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
V

O
一
＝
〕
に
は
そ
の
礎
石
す
ら
も
持
ち
去
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

二
　
大
嘗
会
の
標
山
と
「
鴻
膿
館
」

　
史
料
③
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
て
、
先
に
史
料
④
・
⑤
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
史
料
④
の
記
述
か
ら
、
応
保
一
一
年
〔
＝
六
二
〕
頃
の
こ
と
と
し
て
確
認
で
き
る
こ
と
は
、
鴻
櫨
館
の
地
は
「
人
の
領
」
と

な
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
地
は
「
へ
う
の
山
」
つ
ま
り
大
嘗
会
の
初
日
卯
の
日
に
悠
紀
・
主
基
両
国
の
神
供
送
納
の
行

　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

列
中
に
曳
か
れ
る
標
山
を
曳
き
出
す
場
と
な
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
角
田
氏
は
、
史
料
④
の
（
ロ
）
部
を
「
こ
の

『
標
の
山
』
が
鴻
櫨
館
に
安
置
・
格
納
さ
れ
て
ゐ
た
と
言
ふ
意
外
な
事
実
を
伝
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
」
と
解
釈
さ
れ
、
さ
ら
に

史
料
⑤
か
ら
も
「
『
標
の
山
』
が
鴻
臆
館
に
格
納
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
」
と
い
う
解
釈
を
導
き
出
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
鴻
腫
館
に
大
嘗
会
の
標
山
を
格
納
す
る
建
物
が
、
史
料
④
・
⑤
の
時
期
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
て
お
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
こ
の
史
料
解
釈
と
、
西
鴻
櫨
館
跡
推
定
地
か
ら
の
平
安
時
代
後
期
の
軒
瓦
の
出
土
と
い
う
発
掘
成
果
に
基
づ
い

て
、
史
料
①
に
見
え
る
「
第
一
次
の
鴻
櫨
館
」
が
倒
壊
ま
た
は
解
体
さ
れ
た
後
、
一
〇
五
〇
年
頃
か
ら
＝
五
〇
年
ま
で
の
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

に
「
第
二
次
の
鴻
腫
館
」
が
建
設
さ
れ
た
の
だ
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
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し
か
し
、
実
際
は
ど
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
大
嘗
会
に
お
け
る
標
山
の
造
営
と
、
標
山
を
曳
く
経
路
に
つ
い
て
『
儀

（
2
0
V

式
』
に
依
っ
て
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
大
嘗
会
に
先
立
ち
、
大
内
裏
の
北
方
に
あ
た
る
北
野
に
斎
場
が
ト
定
さ
れ
る
。
斎
場

に
は
、
大
嘗
会
の
準
備
に
必
要
と
さ
れ
る
「
所
所
屋
」
が
建
て
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
に
「
造
レ
標
屋
一
宇
〈
広
方
四
丈
、
高
三

丈
八
尺
、
四
面
有
レ
庇
〉
」
が
見
え
る
。
つ
ま
り
、
標
山
は
大
嘗
会
の
度
に
斎
場
の
造
標
屋
に
お
い
て
新
造
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
大
嘗
会
の
卯
の
日
に
あ
た
り
、
神
供
物
や
祭
器
具
等
を
携
え
た
悠
紀
・
主
基
両
国
は
行
列
を
整
え
て
斎
場
を
出
発

し
、
朝
堂
院
に
設
け
ら
れ
た
大
嘗
宮
に
向
か
う
。
そ
の
行
列
の
ほ
ぼ
先
頭
部
分
に
悠
紀
・
主
基
二
基
の
標
山
が
曳
か
れ
て
い

く
。
そ
の
経
路
は
、
悠
紀
方
は
東
大
宮
大
路
を
、
主
基
方
は
西
大
宮
大
路
を
そ
れ
ぞ
れ
南
下
し
、
七
条
大
路
に
至
っ
て
悠
紀
方

は
西
行
、
主
基
方
は
東
行
し
て
朱
雀
大
路
で
会
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
合
流
地
点
が
七
条
朱
雀
、
ま
さ
に
「
鴻
臆
館
」
の
眼
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

の
地
に
あ
た
る
。
こ
の
地
を
出
発
点
と
し
て
、
悠
紀
・
主
基
両
国
合
わ
せ
て
五
千
人
に
及
ぶ
行
列
が
相
並
ん
で
朱
雀
大
路
を
大

嘗
宮
に
向
か
っ
て
北
行
す
る
様
子
を
、
上
皇
始
め
多
く
の
人
々
が
見
物
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
行
列
見
物
の
目
玉
が
標
山
で
あ

　
（
2
2
）っ
た
。
『
儀
式
』
の
通
り
、
史
料
④
の
時
期
に
も
標
山
が
斎
場
所
に
お
い
て
新
造
さ
れ
、
行
列
を
仕
立
て
て
送
納
さ
れ
て
い
た

こ
と
は
、
史
料
⑤
や
、
嘉
禎
元
年
〔
一
二
一
二
五
〕
十
一
月
二
十
日
の
四
条
天
皇
の
大
嘗
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
九
条
道
家
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

斎
場
所
歴
覧
に
あ
た
り
、
「
標
山
未
二
作
出
一
、
毎
事
解
怠
云
々
」
と
記
さ
れ
て
い
る
事
例
等
か
ら
推
測
で
き
る
。

　
以
上
か
ら
、
史
料
④
の
（
ロ
）
部
を
解
釈
す
る
と
、
鴻
臆
館
前
の
地
点
つ
ま
り
七
条
朱
雀
が
、
大
嘗
会
卯
の
日
の
標
山
を
曳

く
行
列
の
出
発
点
に
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
鴻
腫
館
に
標
山
を
格
納
し
て
お
く
建
物
が
あ
っ
て
、
大

嘗
会
に
際
し
て
そ
こ
か
ら
標
山
が
引
き
出
さ
れ
る
と
い
う
解
釈
は
疑
問
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
「
其
所
よ
り
」
は
文
字
ど
お

り
「
所
目
場
所
」
か
ら
な
の
で
あ
っ
て
、
「
所
口
建
物
（
格
納
庫
）
」
か
ら
と
解
釈
す
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
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さ
て
、
史
料
⑤
は
、
高
倉
天
皇
の
大
嘗
会
の
卯
の
日
の
記
事
で
あ
る
。
『
兵
範
記
』
の
記
主
平
信
範
は
、
時
に
蔵
人
頭
権
右

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
4
）

中
弁
で
、
大
嘗
会
の
悠
紀
方
行
事
弁
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
日
の
出
来
事
を
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
そ
の
経
緯
を
た
ど
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

ま
ず
当
日
の
朝
、
斎
場
所
か
ら
標
山
を
曳
き
出
し
、
信
範
が
奉
行
す
る
悠
紀
方
の
行
列
は
「
麺
出
二
立
達
智
門
前
一
」
し
、

「
自
二
一
条
一
東
行
、
自
二
宮
城
東
大
路
一
南
行
、
自
二
七
条
一
西
行
」
し
、
朱
雀
大
路
に
至
っ
て
一
時
留
ま
っ
た
。
こ
こ
で
主
基

方
の
行
列
と
出
会
い
、
両
方
の
行
列
を
改
め
て
整
え
た
上
で
、
相
並
ん
で
朱
雀
大
路
を
北
上
し
、
朱
雀
門
・
応
天
門
を
経
て
会

昌
門
の
外
に
標
山
を
立
て
た
。
互
い
の
到
着
を
待
っ
た
り
整
列
す
る
た
め
に
、
両
国
の
一
行
は
暫
く
七
条
朱
雀
の
地
に
留
ま
っ

た
が
、
こ
の
時
、
信
範
は
使
者
を
遣
わ
し
て
後
白
河
院
の
行
列
見
物
御
幸
の
様
子
を
見
に
行
か
せ
た
と
こ
ろ
、
院
が
既
に
朱
雀

門
前
に
車
を
立
て
て
い
る
と
の
報
告
を
得
た
た
め
、
急
遽
行
列
を
整
え
て
出
発
さ
せ
て
い
る
。
B
「
右
少
弁
」
は
、
主
基
方
行

　
　
　
　
　
（
2
6
）

事
の
藤
原
重
方
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
（
ハ
）
部
は
、
合
流
・
整
列
の
た
め
七
条
朱
雀
に
一
時
行
列
を
留
め
る
間
、
A
「
七
条
鴻

櫨
館
」
の
敷
地
内
に
握
を
張
り
、
悠
紀
方
・
主
基
方
両
行
事
が
会
し
て
盃
齪
を
囲
む
計
画
が
あ
っ
た
が
、
院
が
既
に
車
を
立
て

て
行
列
を
待
っ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
計
画
は
中
止
し
て
行
列
を
出
発
さ
せ
た
事
情
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ

る
。
従
っ
て
、
史
料
④
と
同
様
に
史
料
⑤
か
ら
も
、
鴻
臆
館
に
標
山
を
格
納
し
て
お
く
建
物
が
あ
っ
た
と
い
う
解
釈
を
導
き
出

す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
田
島
公
氏
は
、
従
来
大
宰
府
の
鴻
臆
館
の
最
後
の
記
事
と
さ
れ
て
き
た
、
久
原
文
庫
旧
蔵
『
熾
盛
光
仏
頂
大
威

徳
錆
災
大
吉
祥
陀
羅
尼
』
一
帖
の
扉
書
の
記
事
で
あ
る
史
料
③
を
、
識
語
全
体
の
中
で
詳
細
に
検
討
し
、
さ
ら
に
大
宰
府
の
鴻

腫
館
と
、
対
外
交
易
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
も
検
討
を
加
え
た
上
で
、
こ
の
記
事
に
見
え
る
「
鴻
臆
館
」
は
、
従
来
言
わ
れ
て
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

た
大
宰
府
の
も
の
で
は
な
く
、
平
安
京
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
。
氏
の
考
証
自
体
は
綿
密
で
説
得
力
に
富
む
も
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の
で
あ
り
、
こ
の
記
事
が
平
安
京
の
「
鴻
櫨
館
」
を
意
味
す
る
と
い
う
論
証
に
異
を
唱
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
「
院
政
期
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

は
平
安
京
鴻
櫨
館
が
確
実
に
存
在
し
た
と
い
え
る
」
と
の
結
論
を
、
考
古
学
的
成
果
以
外
に
、
角
田
氏
の
史
料
解
釈
に
導
か
れ

て
、
史
料
⑤
で
補
強
さ
れ
て
い
る
点
に
は
賛
同
し
か
ね
る
。
史
料
②
に
見
え
る
通
り
、
治
安
元
年
〔
一
9
二
〕
に
は
鴻
臆
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

の
館
舎
は
廃
れ
て
礎
石
も
持
ち
去
ら
れ
た
が
、
田
島
氏
の
論
証
と
、
角
田
氏
・
田
島
氏
が
依
拠
す
る
近
年
の
発
掘
成
果
か
ら
、

寛
治
五
年
〔
一
〇
九
一
〕
に
「
鴻
臆
館
」
の
敷
地
内
に
経
巻
の
比
校
を
行
え
る
よ
う
な
何
ら
か
の
建
物
が
存
在
し
て
い
た
可
能

性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
が
大
嘗
会
の
標
山
を
格
納
し
て
お
く
た
め
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
前
述
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
り
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
第
二
次
の
鴻
臆
館
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
も
慎
重
で
あ
り
た
い
。

　
一
・
二
章
に
お
い
て
、
史
料
①
～
⑤
を
検
討
し
て
得
た
結
論
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
平
安
京
の
鴻
櫨
館
の
館

舎
は
、
天
暦
十
一
年
〔
九
五
七
〕
頃
に
は
荒
廃
し
始
め
て
お
り
、
そ
の
後
消
滅
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
十
一
世
紀
初
頭
に
は
礎

石
が
残
っ
て
い
た
が
、
治
安
元
年
〔
一
〇
二
一
〕
に
は
そ
れ
も
持
ち
去
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
敷
地
内
に
何
ら
か
の
建
物
の
存
在

は
窺
え
る
が
、
仁
安
三
年
〔
一
一
六
八
〕
ま
で
館
舎
と
し
て
の
鴻
臆
館
が
再
建
さ
れ
た
様
子
は
見
ら
れ
な
い
。

三
　
　
「
貴
嶺
問
答
」
に
見
え
る
「
鴻
臆
館
」
の
造
営

　
さ
て
、
次
に
問
題
と
な
る
の
が
、
史
料
⑥
で
あ
る
。
文
例
中
に
、
「
鴻
臆
館
造
営
」
「
件
館
」
「
館
舎
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
こ
で
扱
っ
て
い
る
の
が
館
舎
と
し
て
の
鴻
櫨
館
で
あ
り
、
返
状
に
お
い
て
そ
の
管
掌
を
玄
蕃
寮
に
求
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

外
国
使
節
の
迎
接
の
た
め
に
置
か
れ
る
都
の
鴻
腫
館
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ
が
新
造
さ
れ
た
と
い
う
の
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で
あ
る
。
こ
れ
が
事
実
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
こ
そ
が
、
「
第
二
次
の
鴻
臆
館
」
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
『
貴
嶺
問
答
』
（
以
降
、
『
問
答
』
と
略
称
）
の
こ
の
文
例
が
真
実
を
伝
え
て
い
る
の
か
あ
る
い
は
創
作
な
の
か
、
慎

重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
『
問
答
』
の
成
立
の
事
情
・
編
纂
理
念
を
含
め
て
全
条
文
の
内
容
を
分
析
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

一
々
真
偽
を
検
討
し
た
上
で
本
条
を
評
価
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
本
稿
で
は
、
先
学
の
研
究
に
依
拠
し
な
が
ら
、
本
条
が
真

実
を
伝
え
て
い
る
可
能
性
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
V

　
ま
ず
、
こ
の
文
例
が
真
実
を
伝
え
て
い
る
と
仮
定
し
て
考
え
て
み
よ
う
。
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
十
二
世
紀
末
の

こ
の
時
期
に
平
安
京
に
鴻
臆
館
が
新
造
さ
れ
る
契
機
と
し
て
は
、
平
清
盛
の
政
策
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
に
は
、
平
安
京
内
に

鴻
臆
館
を
造
り
、
外
国
使
節
等
を
迎
え
入
れ
る
計
画
が
仮
定
で
き
る
。
清
盛
が
そ
の
計
画
を
遂
行
で
き
る
立
場
に
な
る
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

早
く
て
も
内
大
臣
か
ら
太
政
大
臣
に
補
せ
ら
れ
た
仁
安
二
年
〔
＝
六
七
〕
以
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
治
承
三
年
〔
一
一
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

九
〕
十
一
月
の
政
変
、
翌
年
の
安
徳
の
即
位
以
後
は
、
よ
り
強
力
な
実
権
を
手
に
入
れ
た
。
こ
の
間
、
太
政
大
臣
を
辞
し
た
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

盛
は
、
出
家
し
て
福
原
に
移
り
、
大
輪
田
泊
の
整
備
を
進
め
つ
つ
、
福
原
ま
で
宋
商
や
宋
船
を
引
き
入
れ
る
こ
と
を
実
現
し
て

　
（
3
5
V

い
る
。
さ
ら
に
、
承
安
二
年
〔
＝
七
二
〕
九
月
に
明
州
沿
海
制
置
使
が
遣
わ
し
た
使
者
が
、
そ
の
翌
年
福
原
に
来
て
い
る
こ

　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

と
を
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
使
者
の
入
京
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
平
安
京
鴻
臆
館
が
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

営
さ
れ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
史
料
も
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
次
に
、
福
原
に
鴻
櫨
館
が
造
営
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
史
料
⑥
で
、
鴻
櫨
館
を
監
当
す
る
の
が
玄
蕃
寮
で
あ
る

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
福
原
荘
に
お
け
る
清
盛
の
私
的
な
外
国
人
迎
接
施
設
で
は
な
く
、
新
都
の
鴻
臆
館
を
考
え
て
み
た

い
。
い
わ
ゆ
る
治
承
・
寿
永
の
内
乱
勃
発
期
に
あ
た
り
、
福
原
へ
の
行
幸
が
治
承
四
年
〔
一
一
八
〇
〕
五
月
末
に
慌
た
だ
し
く
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（
3
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
V

決
定
さ
れ
、
六
月
二
日
に
は
安
徳
天
皇
の
行
幸
、
後
白
河
法
皇
・
高
倉
上
皇
の
御
幸
が
決
行
さ
れ
た
。
そ
の
直
後
か
ら
新
都
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

営
計
画
が
議
論
さ
れ
は
じ
め
た
が
、
新
都
の
地
は
定
ま
ら
ず
、
暫
く
福
原
に
皇
居
を
置
く
こ
と
と
し
、
七
～
八
月
以
降
は
福
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

に
お
い
て
、
し
か
る
べ
き
卿
相
・
侍
臣
等
に
宅
地
が
割
り
当
て
ら
れ
、
大
路
・
小
路
が
開
通
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
検
討

す
べ
き
期
間
は
、
治
承
四
年
六
月
か
ら
、
還
都
の
行
わ
れ
た
十
一
月
末
ま
で
の
六
ケ
月
間
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
間
に
福

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

原
に
お
い
て
鴻
臆
館
の
造
営
が
遂
げ
ら
れ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
史
料
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
以
前
の
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

期
か
ら
福
原
荘
に
外
国
人
迎
接
施
設
が
存
在
し
て
い
た
か
否
か
確
認
で
き
る
史
料
も
見
い
だ
せ
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
『
問
答
』
が
歴
史
的
事
実
を
文
例
中
に
盛
り
込
ん
で
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

か
が
『
問
答
』
の
成
立
時
期
を
確
定
す
る
傍
証
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
実
在
し
た
明
法
家
の
名
が
文
例
中
に
散
見
し
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

り
、
『
問
答
』
の
成
立
に
関
与
し
た
人
々
を
考
え
る
上
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
事
実
や
実
在
の
人
物
を
登
場
さ
せ

て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
条
文
全
体
が
真
実
を
伝
え
て
い
る
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

　
例
え
ば
、
第
六
十
三
条
の
文
例
を
見
て
み
る
と
、
冒
頭
部
の
「
東
大
寺
大
仏
、
其
功
已
成
、
鋳
師
唐
人
」
云
々
か
ら
読
み
取

れ
る
、
陳
和
卿
が
東
大
寺
大
仏
鋳
造
に
関
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
事
実
と
し
て
も
、
そ
れ
以
降
の
部
分
は
、
陳
和
卿
の
帰
国
の

計
画
「
今
朝
可
レ
帰
二
本
国
一
云
々
」
と
い
う
部
分
も
含
め
て
、
天
皇
が
召
覧
を
望
ん
だ
と
い
う
こ
と
等
、
事
実
と
し
て
確
認
す

　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
返
状
に
お
い
て
公
式
令
の
「
遠
方
殊
俗
条
」
を
引
用
す
る
た
め
に
、
天
皇
が
召
覧
を
望
ん
だ
と

い
う
設
定
が
必
要
だ
っ
た
と
考
え
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

　
寿
永
三
年
〔
＝
八
四
〕
五
月
頃
に
お
き
た
内
印
盗
難
事
件
を
盛
り
込
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
、
『
問
答
』
第
三
十

　
　
　
　
（
5
0
）

条
・
六
十
条
に
つ
い
て
、
三
保
サ
ト
子
氏
は
、
「
右
に
は
、
「
未
曾
有
ノ
事
力
」
と
驚
き
な
が
ら
、
記
者
の
関
心
は
事
件
そ
の
も
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の
に
向
わ
ず
、
内
印
の
寸
法
、
使
用
法
、
更
に
は
内
印
以
外
の
外
印
、
諸
司
諸
国
印
の
寸
法
を
尋
ね
て
終
っ
て
い
る
。
印
に
つ

い
て
の
解
説
の
た
め
の
問
い
と
い
っ
た
不
自
然
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
本
書
の
全
体
を
通
し
て
認
め
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

と
こ
ろ
で
あ
り
、
編
述
に
関
わ
る
問
題
点
と
し
て
注
目
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
も
質
問
状
は
、
返

状
で
公
式
令
の
「
天
子
神
璽
条
」
の
条
文
を
引
用
す
る
た
め
に
方
向
づ
け
ら
れ
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
内
印

盗
難
事
件
は
、
事
実
に
基
づ
い
て
は
い
る
が
、
話
題
を
公
式
令
の
条
文
に
向
け
る
き
っ
か
け
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
事
実
を
盛
り
込
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
文
例
で
さ
え
、
以
上
の
傾
向
に
有
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
内
容
の

真
偽
が
具
体
的
に
確
認
で
き
な
い
文
例
に
つ
い
て
は
、
な
お
さ
ら
創
作
さ
れ
た
可
能
性
が
強
ま
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
三

保
氏
は
さ
ら
に
『
問
答
』
全
体
の
特
色
を
あ
げ
て
、
「
往
状
の
質
問
は
、
具
体
的
、
現
実
的
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
常
に

教
養
主
義
的
な
解
答
を
導
き
出
す
。
往
状
は
そ
の
た
め
の
手
段
で
あ
る
か
の
よ
う
に
さ
え
見
え
る
（
中
略
）
所
収
書
状
に
加
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ソ

ら
れ
た
編
述
者
の
虚
構
の
問
題
と
も
関
わ
っ
て
く
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　
以
上
の
点
か
ら
は
、
「
現
実
生
活
に
お
け
る
『
令
』
の
解
釈
、
適
用
の
実
例
集
（
判
例
）
を
提
示
す
る
こ
と
が
主
要
な
目
的

　
　
　
　
ロ
　

で
あ
っ
た
」
と
推
察
さ
れ
て
い
る
編
纂
目
的
の
達
成
、
つ
ま
り
、
返
状
に
お
い
て
令
の
条
文
を
引
用
す
る
と
い
う
目
的
に
合
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

せ
る
た
め
、
『
問
答
』
各
文
例
の
往
状
に
は
創
作
さ
れ
た
部
分
が
あ
る
と
考
え
る
方
が
自
然
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
た
だ
し
、
一
部
改
変
さ
れ
な
が
ら
も
事
実
に
基
づ
い
て
い
る
往
状
が
あ
る
点
は
、
や
は
り
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
従
っ
て
、
平
安
京
及
び
福
原
に
お
け
る
鴻
櫨
館
の
新
造
を
伝
え
る
傍
証
史
料
は
見
い
だ
せ
な
い
が
、
史
料
⑥
の
鴻
腫
館
新

造
の
話
も
、
何
ら
か
の
事
実
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
可
能
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
点
を
考
え
る
上
で
、
『
問
答
』

が
な
ぜ
鴻
臆
館
新
造
の
話
題
を
取
り
上
げ
た
の
か
、
ま
た
返
状
で
『
令
義
解
』
の
職
員
令
「
玄
蕃
寮
条
」
を
取
り
上
げ
た
目
的
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み
　

は
何
な
の
か
と
い
う
点
が
問
題
と
な
ろ
う
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
、
『
問
答
』
全
体
の
文
例
の
真
偽
の
分
析
及
び
編
纂

の
目
的
に
つ
い
て
十
分
に
考
察
し
た
上
で
こ
の
文
例
に
つ
い
て
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
、
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

　
多
く
の
点
に
課
題
を
残
し
、
か
つ
考
証
も
十
分
と
は
言
え
な
い
が
、
本
章
の
考
察
を
通
し
て
、
史
料
⑥
の
記
述
が
あ
り
の
ま

ま
の
事
実
を
伝
え
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
に
は
、
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

四
　
地
名
と
し
て
の
「
鴻
臆
館
」

学習院大学人文科学論集VII（1998）

　
概
ね
、
平
安
京
の
右
京
は
左
京
に
比
し
て
宅
地
と
し
て
は
早
く
か
ら
衰
退
し
、
空
閑
地
・
田
地
化
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て

　
（
5
5
）

お
り
、
長
ら
く
農
地
だ
っ
た
こ
と
が
、
下
京
区
内
の
当
該
地
の
現
在
の
町
・
街
路
境
界
線
パ
タ
ー
ン
に
も
影
響
し
て
い
る
と

　
（
5
6
）

い
う
。
し
か
し
史
料
⑤
・
⑥
か
ら
、
以
下
に
示
す
史
料
⑦
の
時
期
に
至
る
ま
で
の
間
、
鴻
櫨
館
の
跡
地
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

な
っ
て
い
た
の
か
、
確
認
で
き
る
史
料
は
、
暦
応
四
年
〔
一
三
四
一
〕
頃
に
改
編
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
『
拾
芥
抄
』
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

収
の
西
京
図
の
他
に
は
殆
ど
見
い
だ
せ
な
い
。
『
拾
芥
抄
』
西
京
図
に
よ
る
と
、
西
鴻
櫨
館
の
跡
地
の
う
ち
、
南
半
分
の
右
京

七
条
一
坊
四
町
は
「
号
和
徳
門
院
」
と
な
っ
て
お
り
、
三
町
の
方
に
の
み
「
西
鴻
櫨
館
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
か

ら
、
西
鴻
臆
館
の
跡
地
の
南
半
分
は
、
一
時
期
和
徳
門
院
（
仲
恭
天
皇
皇
女
義
子
内
親
王
。
院
号
宣
下
は
弘
長
元
年
〔
一
二
六

こ
三
月
。
正
応
二
年
〔
一
二
八
九
〕
に
死
没
。
）
の
領
と
な
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
さ
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
仁
安
三
年
〔
一
一
六
八
〕
の
史
料
⑤
か
ら
は
、
鴻
櫨
館
の
館
舎
の
存
在
を
読
み
取
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
だ
と
す
る
と
、
史
料
⑤
の
A
「
七
条
鴻
臆
館
」
と
い
う
表
現
は
、
以
前
鴻
櫨
館
と
い
う
館
舎
が
あ
っ
た
地
の
呼
称
、
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（
5
9
）

つ
ま
り
地
名
と
し
て
転
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
降
っ
て
十
四
世
紀
半
ば
以
降
に
は
、
「
鴻
臆
館
」

が
地
名
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
に
関
連
史
料
を
示
す
。
（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
）

〈
史
料
⑦
〉
『
園
太
暦
』
観
応
二
年
〔
＝
二
五
一
〕
十
一
月
八
日
条
。

　
　
大
判
事
明
成
来
、
召
二
簾
前
一
謁
レ
之
。
南
山
武
家
合
体
治
定
、
隆
資
卿
・
実
世
卿
出
京
、
可
レ
沙
二
汰
京
都
事
一
云
々
者
。

　
　
又
云
明
清
振
二
彼
方
威
一
、
欲
レ
奪
二
明
成
管
領
鴻
腫
館
一
、
不
レ
可
レ
然
之
趣
也
。
両
方
所
存
如
二
小
児
戯
一
欺
。

〈
史
料
⑧
V
『
師
守
記
』
貞
治
六
年
〔
＝
二
六
七
〕
四
月
～
九
月
条
。
（
『
大
日
本
史
料
六
－
二
八
』
貞
治
六
年
九
月
四
日
条
に

関
連
史
料
が
ま
と
め
て
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。
以
下
に
は
、
「
鴻
腫
館
」
の
表
記
を
知
る
上
で
必
要
な
史

料
の
み
を
提
示
す
る
。
引
用
文
は
、
史
料
纂
集
本
に
依
拠
し
た
。
）

　
a
四
月
二
十
六
日
条
。

　
　
今
日
法
皇
寺
空
照
御
房
来
入
、
家
君
対
面
給
。
右
京
職
内
鴻
腫
館
下
司
職
事
、
目
安
被
二
申
談
一
被
・
書
・
之
、
清
書
可
・

　
　
給
明
日
［
　
］
取
云
々
。

　
b
五
月
七
日
条
。

　
　
今
朝
法
皇
寺
長
老
空
照
上
人
来
入
。
右
京
職
内
鴻
臆
館
名
田
事
、
以
二
先
日
目
安
一
令
レ
申
二
海
老
名
後
家
一
之
処
、
無
二
子

　
　
細
一
之
間
、
悦
喜
之
由
、
被
レ
語
レ
之
。

　
c
七
月
二
十
五
日
条
。

　
　
今
日
法
皇
寺
長
老
来
臨
、
予
依
二
故
障
一
不
二
対
面
｝
。
鴻
腫
館
事
、
大
判
事
管
領
無
二
相
違
一
、
名
田
事
不
レ
可
レ
有
二
子

　
　
細
一
、
職
事
猶
有
レ
可
レ
申
二
子
細
一
。
一
行
可
レ
給
之
旨
、
所
望
之
間
、
被
二
書
進
一
了
。
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d
七
月
二
十
六
日
条
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
腫
館
名
〕

　
今
日
法
皇
寺
長
老
来
臨
（
中
略
V
鴻
口
口
口
田
井
所
職
、
昨
夕
以
二
家
君
状
一
今
朝
持
二
向
之
一
、
対
面
、
委
細
申
承
。
大

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
細
〕

　
略
不
レ
可
レ
有
二
子
口
｝
［
　
］
被
二
悦
申
】
。

e
八
月
十
六
日
条
。

　
今
日
法
皇
寺
長
老
来
臨
。
鴻
櫨
館
名
田
下
司
職
事
、
大
判
事
明
宗
今
朝
返
答
之
趣
、
被
レ
語
レ
之
。
明
日
以
二
善
覚
一
可
レ

　
被
二
口
入
一
之
由
、
被
レ
申
レ
之
。

f
八
月
十
七
日
条
。

　
今
日
法
皇
寺
長
老
来
臨
。
鴻
櫨
館
下
司
職
井
名
主
職
等
事
、
今
朝
善
覚
為
二
家
君
使
節
一
、
向
二
大
判
事
明
宗
宿
所
一
。
彼

　
返
事
善
覚
語
レ
之
。
重
為
二
使
節
一
、
向
二
大
判
事
許
一
。
所
詮
為
二
理
訴
一
欺
之
間
、
依
二
相
親
一
口
入
申
。
同
者
任
二
文
書

　
道
理
一
、
可
・
有
二
成
敗
一
之
趣
也
。
返
事
云
、
於
二
下
司
職
一
者
、
以
二
方
縁
書
一
令
レ
申
之
仁
有
レ
之
。
又
御
口
入
異
レ
他
之

　
問
、
周
障
無
レ
極
。
然
而
此
間
、
下
司
暫
不
レ
可
二
改
易
一
之
子
細
有
レ
之
。
今
年
所
務
之
後
、
可
二
相
計
［
之
由
存
云
々
。

　
名
主
職
者
、
相
二
尋
地
下
之
子
細
一
候
。
急
速
可
レ
申
二
左
右
一
之
由
、
申
二
返
事
一
了
。
傍
長
老
被
レ
帰
了
。

〈
史
料
⑨
＞

a
『
政
所
賦
銘
引
付
』
（
『
親
元
日
記
』
）
文
明
十
二
年
〔
一
四
八
〇
〕
十
月
十
七
日
。

　
　
〈
飯
加
V
一
、
天
源
院
寿
厳
首
座
〈
1
十
十
七
〉

　
西
七
条
朱
雀
鴻
臆
館
田
内
四
段
小
く
田
坪
号
二
小
室
東
｝
V
事
、
姉
小
路
大
夫
判
官
明
基
為
二
当
知
行
一
沽
却
之
間
、
去
三

　
月
十
八
日
永
代
令
レ
買
二
得
之
】
。
可
レ
被
レ
成
二
下
御
下
知
一
云
々
。
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b
『
政
所
賦
銘
引
付
』
（
『
親
元
日
記
』
）
文
明
十
二
年
〔
一
四
八
〇
〕
十
二
月
十
八
日
。

　
　
〈
飯
加
V
一
、
持
田
兵
部
法
橋
賢
秀
く
同
日
V

　
　
七
条
朱
雀
四
町
之
内
畠
七
段
事
、
姉
小
路
大
判
事
明
世
方
ヨ
リ
安
房
日
大
買
得
相
伝
候
処
、
彼
子
明
基
掠
給
違
乱
云
々
。

　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

　
史
料
⑦
の
坂
上
明
成
管
領
の
「
鴻
櫨
館
」
が
、
史
料
⑧
の
明
成
の
子
明
宗
管
領
の
「
右
京
職
内
鴻
臆
館
」
を
指
し
て
い
る
こ

と
は
、
そ
の
相
伝
状
況
か
ら
見
て
間
違
い
な
く
、
史
料
⑧
で
、
あ
る
時
に
は
単
に
「
鴻
臆
館
事
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
問
題

が
、
「
鴻
臆
館
」
の
「
名
田
下
司
職
」
「
名
主
職
」
等
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
鴻
櫨
館
」
が
地
名
で
あ
る
こ
と
は

確
実
で
あ
る
。
史
料
⑨
a
の
「
西
七
条
朱
雀
鴻
櫨
館
」
が
史
料
⑨
b
の
「
七
条
朱
雀
四
町
」
と
同
地
で
あ
る
こ
と
は
、
両
方
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）
　
　
（
6
3
）

に
、
姉
小
路
判
官
家
坂
上
明
世
・
明
基
父
子
が
相
伝
し
た
土
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
、
そ
の
田
畠
の
売
買
が
問
題
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
「
鴻
臆
館
」
が
地
名
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
今
一
度
、
史
料
⑦
・
⑧
を
見
る
と
、
右
京
の
「
鴻
臆
館
」
の
敷
地
は
、
観
応
二
年
〔
＝
二
五
一
〕
よ
り
以
前
に
、
姉
小
路
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）

官
家
の
嫡
流
、
明
法
博
士
大
判
事
坂
上
明
成
の
管
領
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
い
つ
ど
の
よ
う
に
し
て
「
鴻
櫨
館
」
の
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

地
が
法
家
坂
上
氏
（
中
原
氏
）
の
手
に
渡
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
成
か
ら
息
男
明
宗
へ
と
相
伝
さ
れ
、
一
時
武
家
の

　
　
　
（
6
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）

手
に
渡
り
、
法
皇
寺
が
名
田
に
権
益
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
貞
治
六
年
〔
＝
一
エ
ハ
七
〕
に
は
再
び
明
宗

　
　
　
　
　
　
（
6
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）

が
管
領
を
回
復
し
、
法
皇
寺
に
名
主
職
を
任
料
五
百
疋
で
安
堵
し
、
明
年
の
下
司
職
安
堵
も
約
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
こ
の
地

は
姉
小
路
判
官
家
に
相
伝
さ
れ
た
よ
う
で
、
史
料
⑨
に
よ
れ
ば
、
十
五
世
紀
に
は
明
世
、
そ
の
子
明
基
の
知
行
が
確
認
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

る
。
し
か
し
、
順
次
土
地
の
一
部
を
他
人
に
売
却
し
て
い
る
様
子
が
窺
わ
れ
る
。

　
史
料
⑧
・
⑨
か
ら
、
西
鴻
臆
館
の
跡
地
が
十
四
～
十
五
世
紀
に
は
田
畠
地
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
恐
ら
く
史
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（
7
1
＞

料
⑦
の
時
期
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
十
四
～
十
五
世
紀
に
至
る
時
期
ま
で
、
西
鴻
臆
館
の
跡
地
が
「
鴻
櫨
館
」
と
い
う
地
名
で
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
、
以
上
の

事
例
か
ら
、
館
舎
と
し
て
の
鴻
臆
館
が
消
滅
し
た
直
後
（
前
述
し
た
通
り
、
本
稿
で
は
天
暦
十
一
年
〔
九
五
七
〕
か
ら
治
安
元

年
〔
一
〇
二
一
〕
の
間
と
考
え
る
）
か
ら
、
そ
の
跡
地
は
「
鴻
櫨
館
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
の
で
あ

る
。
従
っ
て
、
史
料
上
に
「
鴻
臆
館
」
と
出
て
き
た
場
合
は
、
鴻
櫨
館
の
館
舎
だ
け
で
は
な
く
、
地
名
に
転
用
さ
れ
て
い
る
場

合
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
角
田
氏
の
史
料
解
釈
に
導
か
れ
て
、
従
来
、
史
料
⑤
の
A
「
七
条
鴻
櫨
館
」
は
、
館
舎
鴻
臆
館
の

存
在
を
示
す
最
後
の
記
事
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
む
し
ろ
地
名
と
し
て
「
鴻
櫨
館
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
早
い
事
例
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
鴻
櫨
館
の
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
建
物
の
存
在
を
示
唆
す
る
史
料
③
の

（
イ
）
部
も
、
「
『
鴻
櫨
館
』
跡
地
（
の
建
物
）
に
お
い
て
」
と
解
釈
す
れ
ば
、
こ
の
「
鴻
櫨
館
」
も
地
名
と
し
て
と
ら
え
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

お
　
わ
　
り
　
に

　
外
国
使
節
の
迎
接
と
い
う
本
来
の
目
的
を
失
っ
た
後
は
、
平
安
京
鴻
櫨
館
を
史
料
上
に
確
認
す
る
こ
と
は
困
難
に
な
る
。
限

ら
れ
た
史
料
か
ら
そ
の
実
態
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
館
舎
と
し
て
の
鴻
櫨
館
は
、
天
暦
十
一
年
〔
九
五
七
〕

以
降
治
安
元
年
〔
一
〇
二
こ
ま
で
の
間
に
ほ
ぼ
消
滅
し
、
館
舎
の
名
残
で
あ
っ
た
礎
石
も
治
安
元
年
に
は
持
ち
去
ら
れ
て
し

ま
い
、
十
二
世
紀
末
の
『
貴
嶺
問
答
』
の
文
例
の
存
在
に
検
討
課
題
を
残
す
が
、
現
段
階
で
は
、
そ
の
後
に
館
舎
と
し
て
の
鴻
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臆
館
が
再
建
さ
れ
た
と
は
考
え
難
い
と
い
う
結
論
を
得
た
。
し
か
し
、
寛
治
五
年
〔
一
〇
九
こ
の
「
鴻
臆
館
」
に
つ
い
て
の

田
島
氏
の
見
解
並
び
に
西
鴻
櫨
館
跡
推
定
地
の
発
掘
成
果
に
従
っ
て
、
跡
地
に
館
舎
で
は
な
い
が
、
何
ら
か
の
建
物
が
建
て
ら

れ
た
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
角
田
氏
の
想
定
し
た
、
大
嘗
会
の
標
山
を
格
納
し
て
お
く
た
め
の
建
物
の

存
在
は
否
定
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
を
「
第
二
次
の
鴻
腫
館
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
も
疑
問
を
呈
し
た
い
。
そ
し
て
、
十
四
～
十
五

世
紀
の
事
例
か
ら
、
西
鴻
臆
館
の
館
舎
が
消
滅
し
た
直
後
か
ら
、
そ
の
跡
地
が
「
鴻
臆
館
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
を
推
論
し
た
。

　
平
安
京
の
鴻
櫨
館
の
存
続
の
問
題
が
、
大
宰
府
鴻
臆
館
の
存
続
並
び
に
大
宰
府
に
お
け
る
対
外
交
易
の
実
態
や
対
外
政
策
と

も
深
く
連
動
し
た
問
題
で
あ
る
こ
と
は
、
田
島
氏
の
論
考
で
証
明
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
検
討
不
十
分
な
点
を
多
く
残
し
、

今
後
の
課
題
と
し
た
部
分
も
多
い
が
、
そ
れ
等
に
つ
い
て
は
、
大
宰
府
及
び
平
氏
の
行
っ
た
対
外
交
易
の
実
態
の
解
明
と
共

に
、
今
後
考
え
て
い
き
た
い
。

一18一

（
1
）
　
角
田
文
衛
「
平
安
京
の
鴻
腫
館
」
（
『
古
代
文
化
』
四
ニ
ー
八
　
一
九
九
〇
年
）
、
川
勝
政
太
郎
「
平
安
京
の
鴻
櫨
館
に
つ
い
て
」

　
　
（
『
古
代
学
』
一
〇
ー
二
・
三
・
四
合
併
号
　
一
九
六
二
年
）
等
参
照
。

（
2
）
　
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
四
年
三
月
壬
午
条
・
同
丁
亥
条
。

（
3
）
　
詩
文
を
収
録
す
る
の
は
『
文
華
秀
麗
集
』
・
『
本
朝
文
粋
』
・
『
和
漢
朗
詠
集
』
・
『
菅
家
文
草
』
・
『
田
氏
家
集
』
・
『
扶
桑
集
』
・
『
経
国

　
集
』
等
。
『
本
朝
文
粋
∵
『
和
漢
朗
詠
集
』
所
収
の
大
江
朝
綱
の
「
前
途
程
遠
、
馳
二
思
於
雁
山
之
暮
雲
｝
。
後
会
期
遙
、
鱈
二
桜
於
鴻

　
臆
之
暁
涙
こ
の
一
句
は
特
に
よ
く
知
ら
れ
、
『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
四
・
『
撰
集
抄
』
八
・
『
江
談
抄
』
第
六
・
『
源
平
盛
衰
記
』
巻
第

　
　
三
二
等
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
都
良
香
の
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
「
自
有
二
都
良
香
不
一
レ
尽
。
後
来
賓
館
又
相
尋
」
も
『
江
談

　
抄
』
第
四
・
『
本
朝
神
仙
伝
』
等
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
降
っ
て
『
蕪
村
句
集
』
に
は
「
白
梅
や
墨
芳
し
き
鴻
鶴
館
」
と
の
一

　
句
が
あ
る
。
以
上
の
史
料
検
索
に
際
し
て
、
佐
伯
真
一
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
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（
4
）
　
実
際
に
派
遣
さ
れ
た
最
後
の
遣
唐
使
は
、
承
和
元
年
〔
八
三
四
〕
に
任
じ
ら
れ
、
同
五
年
に
渡
海
し
た
も
の
。
石
井
正
敏
「
い
わ
ゆ

　
　
る
遣
唐
使
の
停
止
に
つ
い
て
ー
『
日
本
紀
略
』
停
止
記
事
の
検
討
ー
」
（
『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
（
史
学
科
）
』
三
五
　
一
九
九
〇
年
）

　
　
に
お
い
て
、
寛
平
六
年
〔
八
九
四
〕
八
月
に
任
じ
ら
れ
た
遣
唐
使
が
、
「
九
月
三
十
日
」
に
停
止
さ
れ
た
と
い
う
通
説
は
、
日
付
の
理

　
　
解
に
疑
問
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
停
止
決
定
の
事
実
は
な
く
、
次
第
に
沙
汰
や
み
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て

　
　
い
る
。

（
5
）
　
『
日
本
紀
略
』
・
『
扶
桑
略
記
』
・
『
貞
信
公
記
抄
』
延
喜
二
十
年
五
月
八
日
条
、
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
九
・
序
乙
・
詩
序
二
・
祖
饒
付

　
　
蕃
客
饒
別
。

（
6
）
　
『
日
本
紀
略
』
延
長
七
年
十
二
月
二
十
四
日
条
・
延
長
八
年
三
月
二
日
条
、
『
扶
桑
略
記
』
延
長
八
年
正
月
二
十
日
条
・
四
月
一
日

　
　
条
、
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
一
二
・
怠
状
、
『
扶
桑
集
』
巻
七
・
贈
答
部
・
蕃
客
贈
答
。

（
7
）
　
角
田
氏
前
掲
注
（
1
）
論
文
。
引
用
部
分
は
、
三
五
頁
。

（
8
）
　
鈴
木
久
男
「
平
安
京
右
京
七
条
一
坊
の
軒
瓦
に
つ
い
て
」
（
『
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
二
〇
〔
向
日
市
教
育
委
員
会
　
一

　
　
九
八
七
年
）
）
、
『
昭
和
五
七
年
度
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
』
（
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
　
一
九
八
四
年
）
四
一
～
四
三
頁
、

　
　
『
昭
和
五
九
年
度
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
』
（
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
　
一
九
八
七
年
）
三
一
～
三
三
頁
。

（
9
）
　
田
島
公
「
大
宰
府
鴻
櫨
館
の
終
焉
1
八
世
紀
～
十
一
世
紀
の
対
外
交
易
シ
ス
テ
ム
の
解
明
1
」
（
『
日
本
史
研
究
』
三
八
九
　
一
九
九

　
　
五
年
）
三
～
九
頁
。
な
お
、
同
氏
「
日
本
、
中
国
・
朝
鮮
対
外
交
流
史
年
表
－
大
宝
元
年
～
文
治
元
年
i
」
（
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学

　
　
研
究
所
附
属
博
物
館
編
『
貿
易
陶
磁
－
奈
良
・
平
安
の
中
国
陶
磁
I
b
〔
臨
川
書
店
　
一
九
九
三
年
〕
）
も
参
照
。

（
1
0
）
　
田
島
氏
前
掲
注
（
9
）
論
文
六
頁
。

（
1
1
）
　
田
島
氏
前
掲
注
（
9
）
論
文
の
他
、
同
氏
「
海
外
と
の
交
渉
」
（
橋
本
義
彦
編
『
古
文
書
の
語
る
日
本
史
2
』
〔
筑
摩
書
房
　
一
九
九

　
　
一
年
U
・
「
平
安
中
・
後
期
の
対
外
交
流
」
（
『
福
井
県
史
通
史
編
1
』
〔
福
井
県
　
一
九
九
三
年
〕
）
、
森
克
己
『
新
訂
日
宋
貿
易
の
研

　
　
究
』
（
国
書
刊
行
会
　
一
九
七
五
年
）
第
一
編
・
第
二
編
、
亀
井
明
徳
『
日
本
貿
易
陶
磁
史
の
研
究
』
（
同
朋
舎
出
版
　
一
九
八
六
年
）

　
　
第
一
部
・
第
二
部
、
林
呈
蓉
「
大
宰
府
貿
易
の
再
検
討
」
（
『
海
事
史
研
究
』
四
七
　
一
九
九
〇
年
）
、
稲
川
や
よ
い
「
「
渡
海
制
」
と

　
　
「
唐
物
使
」
の
検
討
」
（
『
史
論
』
四
四
　
一
九
九
一
年
）
、
榎
本
淳
一
「
『
小
右
記
b
に
見
え
る
「
渡
海
制
」
に
つ
い
て
1
律
令
国
家
の

　
　
対
外
方
針
と
そ
の
変
質
i
」
（
山
中
裕
編
『
摂
関
時
代
と
古
記
録
』
〔
吉
川
弘
文
館
　
一
九
九
一
年
〕
）
、
石
井
正
敏
＝
○
世
紀
の
国
際
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変
動
と
日
宋
貿
易
」
（
田
村
晃
一
・
鈴
木
靖
民
編
『
新
版
古
代
の
日
本
2
』
〔
角
川
書
店
　
一
九
九
二
年
〕
）
、
山
内
晋
次
「
古
代
に
お
け

　
　
る
渡
海
禁
制
の
再
検
討
」
（
『
待
兼
山
論
叢
』
二
二
史
学
篇
　
一
九
八
八
年
）
・
「
日
宋
の
荘
園
内
密
貿
易
説
に
関
す
る
疑
問
－
一
一
世
紀

　
　
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
『
歴
史
科
学
』
＝
七
　
一
九
八
九
年
）
・
＝
○
～
一
一
世
紀
の
対
外
関
係
と
国
家
－
中
国
商
人
の
来
航
を
め
ぐ

　
　
っ
て
ー
」
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
四
一
　
一
九
九
三
年
）
・
「
文
献
史
料
よ
り
見
た
一
〇
～
一
一
世
紀
の
貿
易
状
況
」
（
『
貿
易
陶
磁
研
究
』

　
　
一
四
　
一
九
九
四
年
）
・
「
東
ア
ジ
ア
海
域
に
お
け
る
海
商
と
国
家
－
一
〇
～
＝
二
世
紀
を
中
心
と
す
る
覚
書
1
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
六

　
　
八
一
　
一
九
九
六
年
）
等
参
照
。

（
1
2
）
角
田
氏
前
掲
注
（
1
）
論
文
二
二
～
二
三
頁
。

（
1
3
）
　
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
六
年
八
月
辛
酉
条
。

（
1
4
）
史
料
①
～
⑥
ま
で
、
す
べ
て
角
田
氏
前
掲
注
（
1
）
論
文
、
田
島
氏
前
掲
注
（
9
）
論
文
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
本
稿

　
　
で
新
た
に
採
録
し
た
も
の
は
な
い
。

（
1
5
）
　
吉
沢
義
則
編
『
黙
本
書
目
』
（
岩
波
書
店
一
九
三
一
年
）
、
竹
内
理
三
編
『
平
安
遺
文
』
題
践
編
ー
四
七
九
（
東
京
堂
出
版
　
一
九

　
　
六
八
年
）
。
引
用
文
は
、
『
平
安
遺
文
』
に
依
拠
し
、
史
料
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
田
島
氏
前
掲
注
（
9
）
論
文
の
見
解
に
従
っ
た
。

（
1
6
）
　
三
保
サ
ト
子
「
『
貴
嶺
問
答
』
の
構
成
と
編
述
意
図
に
つ
い
て
（
一
）
」
（
『
島
根
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
二
九
　
一
九
九
】
年
）
1
1

　
　
A
・
「
『
貴
嶺
問
答
』
の
構
成
と
編
述
意
図
に
つ
い
て
（
二
）
」
（
『
島
根
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
三
〇
　
一
九
九
二
年
）
1
1
B
・
「
『
貴
嶺
問

　
　
答
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
」
（
『
島
根
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
三
一
　
一
九
九
三
年
∀
1
1
C
、
和
田
英
松
『
本
朝
書
籍
目
録
考
証
』
（
明

　
　
治
書
院
　
一
九
三
六
年
）
四
四
二
～
四
四
三
頁
、
石
川
謙
『
日
本
教
科
書
大
系
往
来
編
1
古
往
来
（
一
）
』
（
講
談
社
　
一
九
六
八
年
）

　
　
解
題
、
橘
豊
『
書
簡
作
法
の
研
究
』
（
風
間
童
旦
房
　
一
九
七
七
年
）
第
七
章
等
参
照
。

（
1
7
）
　
以
上
ま
で
の
史
料
の
解
釈
は
、
角
田
氏
前
掲
注
（
1
）
論
文
、
田
島
氏
前
掲
注
（
9
）
論
文
と
同
意
見
。

（
1
8
）
　
出
雲
路
通
次
郎
「
大
嘗
祭
の
史
的
研
究
」
（
『
大
礼
と
朝
儀
』
〔
桜
橘
書
院
　
一
九
四
二
年
〕
）
、
川
出
清
彦
「
大
嘗
祭
の
祭
儀
」
（
皇
学

　
　
館
大
学
神
道
研
究
所
編
『
大
嘗
祭
の
研
究
』
〔
皇
学
館
大
学
出
版
部
　
一
九
七
八
年
〕
）
、
倉
林
正
次
「
祭
り
の
本
質
と
形
態
」
（
『
日
本

　
　
祭
祀
研
究
集
成
1
祭
り
の
起
源
と
展
開
』
〔
名
著
出
版
　
一
九
七
八
年
〕
）
、
平
野
孝
国
「
標
山
の
民
俗
と
斎
国
の
民
族
信
仰
」
（
『
大
嘗

　
　
祭
の
構
造
』
〔
ぺ
り
か
ん
社
　
一
九
八
六
年
〕
）
、
作
美
陽
一
「
日
本
曳
山
の
歴
史
」
（
『
大
江
戸
の
天
下
祭
り
』
〔
河
出
書
房
新
社
　
一
九

　
　
九
六
年
〕
）
、
吉
田
早
苗
「
平
安
前
期
の
相
撲
節
」
（
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
七
四
　
一
九
九
七
年
）
等
参
照
。
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（
1
9
）
角
田
氏
前
掲
注
（
1
）
論
文
三
四
～
三
五
頁
。
な
お
、
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
2
7
京
都
市
の
地
名
』
（
平
凡
社
　
一
九
七
九
年
）
九
八

　
　
七
頁
や
、
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
2
6
京
都
府
下
』
（
角
川
書
店
　
一
九
八
二
年
）
（
以
降
、
『
角
川
地
名
』
と
略
称
）
七
〇
頁
に
お
い

　
　
て
、
史
料
⑤
に
対
す
る
同
様
の
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
『
角
川
地
名
』
九
二
頁
で
は
必
ず
し
も
建
物
が
あ
っ
た
と
は
考
え

　
　
て
お
ら
ず
、
若
干
解
釈
を
違
え
て
い
る
が
、
標
山
が
こ
の
地
に
置
か
れ
て
い
た
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
2
0
）
　
『
儀
式
』
巻
第
二
・
第
三
。

（
2
1
）
　
川
出
氏
前
掲
注
（
1
8
）
論
文
＝
二
〇
～
＝
二
五
頁
、
真
弓
常
忠
『
大
嘗
祭
の
世
界
』
（
学
生
社
　
一
九
八
九
年
）
六
三
頁
。

（
2
2
）
　
出
雲
路
氏
前
掲
注
（
1
8
）
論
文
二
〇
〇
頁
、
倉
林
氏
前
掲
注
（
1
8
）
論
文
七
〇
頁
、
平
野
氏
前
掲
注
（
1
8
）
論
文
一
九
〇
頁
、
作
美

　
　
氏
前
掲
注
（
1
8
）
論
文
二
二
頁
参
照
。

（
2
3
）
　
『
明
月
記
』
嘉
禎
元
年
十
一
月
十
八
日
条
。
な
お
、
『
永
享
大
嘗
会
記
』
に
は
、
「
両
国
標
山
自
二
斎
場
所
一
令
レ
引
二
四
条
一
〈
先
々

　
　
到
二
七
条
一
。
而
永
徳
・
応
永
近
例
如
レ
此
〉
」
と
あ
っ
て
、
永
徳
三
年
〔
＝
二
八
三
〕
の
後
小
松
、
応
永
二
十
二
年
〔
一
四
一
五
〕
の

　
　
称
光
、
永
享
二
年
〔
一
四
三
〇
〕
の
後
花
園
の
頃
に
は
、
行
列
の
行
路
は
短
縮
さ
れ
て
、
四
条
朱
雀
が
進
発
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
2
4
）
　
行
事
弁
と
な
っ
た
こ
と
は
、
『
兵
範
記
』
仁
安
三
年
六
月
二
十
五
日
条
に
見
え
る
。
な
お
、
高
倉
天
皇
は
大
嘗
会
に
先
立
つ
十
一
月
　
　
2
1

　
　
十
三
日
に
大
内
裏
に
移
っ
て
お
り
（
『
兵
範
記
』
同
日
条
）
、
大
嘗
会
当
時
の
内
裏
は
大
内
裏
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（
2
5
）
　
『
兵
範
記
』
仁
安
三
年
九
月
一
日
条
に
「
標
山
、
箆
喬
山
上
ζ
≧
≧
」
云
々
と
、
悠
紀
方
標
山
の
飾
り
物
に
つ
い
て
勘
申
が
見
え

　
　
る
。

（
2
6
）
　
『
兵
範
記
』
仁
安
三
年
四
月
二
十
八
日
条
。

（
2
7
）
　
田
島
氏
前
掲
注
（
9
）
論
文
三
～
九
頁
。
引
用
部
分
は
、
六
頁
。

（
2
8
）
　
鈴
木
氏
前
掲
注
（
8
）
論
文
、
前
掲
注
（
8
）
調
査
概
要
参
照
。

（
2
9
）
　
鈴
木
氏
前
掲
注
（
8
）
論
文
二
二
〇
頁
に
、
「
平
安
時
代
後
期
の
軒
瓦
が
出
土
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
軒
瓦
は
鴻
腫
館
と
は
全
く

　
　
関
係
な
く
、
平
安
時
代
後
期
の
遺
構
に
伴
う
も
の
で
あ
る
」
と
の
見
解
が
あ
る
。

（
3
0
）
　
三
保
氏
前
掲
注
（
1
6
）
論
文
A
・
B
・
C
、
石
川
氏
・
橘
氏
前
掲
注
（
1
6
）
書
等
参
照
。

（
3
1
）
　
田
島
氏
前
掲
注
（
9
）
論
文
八
頁
。

（
3
2
）
　
『
公
卿
補
任
』
仁
安
二
年
項
。
二
月
十
一
日
に
内
大
臣
か
ら
太
政
大
臣
従
一
位
に
転
じ
、
五
月
十
七
日
に
太
政
大
臣
を
辞
す
。
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（
3
3
）
　
平
氏
政
権
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。
議
論
内
容
に
つ
い
て
は
、
田
中
文
英
『
平
氏
政
権
の
研
究
』
（
思
文
閣
出
版
　
一

　
　
九
九
四
年
）
一
〇
～
一
六
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
4
）
　
内
閣
文
庫
蔵
『
東
大
寺
文
書
』
治
承
四
年
二
月
二
十
日
付
「
太
政
官
符
案
」
、
『
玉
葉
』
同
年
二
月
二
十
日
条
、
『
山
椀
記
』
同
年
三

　
　
月
五
日
条
、
『
兵
庫
県
史
2
』
（
兵
庫
県
一
九
七
五
年
）
第
一
章
第
一
節
等
参
照
。

（
3
5
）
　
嘉
応
二
年
九
月
二
十
日
に
は
、
清
盛
の
福
原
山
荘
に
お
い
て
後
白
河
法
皇
が
来
着
し
た
宋
人
に
見
え
よ
う
と
し
て
お
り
（
『
玉
葉
』

　
　
同
日
条
）
、
治
承
三
年
の
清
盛
の
厳
島
参
詣
に
際
し
て
は
大
輪
田
泊
か
ら
「
唐
船
」
を
利
用
し
て
い
る
（
『
山
椀
記
』
六
月
二
十
二
日

　
　
条
）
。
治
承
四
年
三
月
の
高
倉
院
の
厳
島
御
幸
に
際
し
て
も
、
福
原
の
「
か
ら
の
ふ
ね
」
や
宋
人
が
随
行
し
て
い
る
（
『
高
倉
院
厳
島
御

　
　
幸
記
』
）
。
同
年
九
月
に
は
宋
商
船
が
大
輪
田
泊
に
来
着
し
て
い
る
（
『
山
塊
記
』
十
月
十
日
条
）
。

（
3
6
）
　
『
玉
葉
』
承
安
三
年
三
月
二
十
二
日
条
。
『
玉
葉
』
同
二
年
九
月
十
七
日
条
・
同
二
十
二
日
条
・
翌
三
年
三
月
十
三
日
条
、
『
宋
会
要

　
　
輯
稿
』
蕃
夷
七
・
乾
道
九
年
五
月
二
十
五
日
、
『
師
守
記
』
貞
治
六
年
五
月
九
日
条
。

（
3
7
）
　
『
玉
葉
』
は
こ
の
間
に
記
事
を
残
す
が
、
福
原
山
荘
に
お
い
て
後
白
河
法
皇
が
宋
人
に
見
え
よ
う
と
し
た
時
、
「
我
朝
延
喜
以
来
未

　
　
曾
有
事
也
。
天
魔
所
為
欺
」
（
嘉
応
二
年
九
月
二
十
日
条
）
と
述
べ
、
明
州
沿
海
制
置
使
の
使
者
が
福
原
の
清
盛
を
訪
ね
て
面
会
を
求

　
　
め
た
こ
と
に
対
し
、
「
凡
異
朝
与
二
我
国
一
頻
以
親
賜
、
更
々
不
レ
被
二
甘
心
一
事
也
」
（
承
安
三
年
三
月
二
十
二
日
条
）
と
い
う
感
想
を
述

　
　
べ
て
い
る
記
主
九
条
兼
実
が
、
使
者
の
入
京
や
鴻
臆
館
の
新
造
に
接
し
た
と
し
た
ら
、
何
か
書
き
残
し
て
い
て
も
良
い
よ
う
に
思
わ
れ

　
　
る
。
な
お
、
そ
の
明
州
の
使
者
に
対
し
て
清
盛
と
後
白
河
法
皇
が
返
牒
と
答
信
物
を
送
っ
た
対
応
（
注
（
3
6
）
参
照
）
に
関
し
て
、
上

　
　
横
手
雅
敬
「
平
氏
政
権
の
諸
段
階
」
（
安
田
元
久
先
生
退
任
記
念
論
集
刊
行
委
員
会
編
『
中
世
日
本
の
諸
相
』
上
〔
吉
川
弘
文
館
　
一

　
　
九
八
九
年
〕
）
五
二
二
頁
に
、
「
正
式
な
国
交
を
持
ち
得
な
い
立
場
に
あ
る
日
本
側
と
し
て
は
、
清
盛
や
法
皇
の
よ
う
に
、
も
と
は
高
い

　
　
地
位
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
退
い
た
人
物
が
表
面
に
立
つ
こ
と
が
適
当
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
基
本
的
に
従
前
の

　
　
対
外
方
針
か
ら
大
き
く
逸
脱
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
清
盛
に
国
家
間
の
正
式
な
交
流
を
復
活
す
る
意
志
が

　
　
ど
の
程
度
あ
っ
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。
平
氏
の
政
権
掌
握
過
程
の
諸
段
階
の
中
で
、
そ
の
対
外
方
針
・
貿
易
方
針
に
つ
い
て
も
考
え
る

　
　
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
3
8
）
　
『
玉
葉
』
・
『
山
塊
記
』
・
『
明
月
記
』
治
承
四
年
五
月
三
十
日
条
。

（
3
9
）
　
『
玉
葉
』
・
『
百
練
抄
』
等
治
承
四
年
六
月
二
日
条
。
福
原
遷
都
前
後
の
事
情
に
関
し
て
は
、
大
森
金
五
郎
「
福
原
遷
都
」
（
日
本
歴

一22一
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史
地
理
学
会
編
『
摂
津
郷
土
史
論
』
〔
仁
友
社
出
版
部
　
一
九
一
九
年
〕
）
、
前
掲
注
（
3
4
）
『
兵
庫
県
史
2
』
第
一
章
第
二
節
、
元
木
泰

　
　
雄
「
「
福
原
遷
都
」
考
」
（
『
立
命
館
文
学
』
五
〇
九
　
一
九
八
八
年
）
、
田
中
氏
前
掲
注
（
3
3
）
書
等
参
照
。

（
4
0
）
　
『
百
練
抄
』
治
承
四
年
六
月
九
日
条
・
同
十
一
日
条
・
同
十
五
日
条
、
『
玉
葉
』
同
年
六
月
十
五
日
条
・
同
十
七
日
条
。
新
都
プ
ラ

　
　
ン
に
つ
い
て
は
、
大
森
氏
前
掲
注
（
3
9
）
論
文
、
『
神
戸
市
史
別
録
1
』
（
神
戸
市
役
所
　
一
九
二
二
年
）
第
九
章
、
前
掲
注
（
3
4
）

　
　
『
兵
庫
県
史
2
』
六
一
～
六
八
頁
、
『
週
刊
朝
日
百
科
日
本
の
歴
史
1
源
氏
と
平
氏
』
（
朝
日
新
聞
社
　
一
九
八
六
年
）
四
－
三
一
頁

　
　
（
足
利
健
亮
執
筆
）
参
照
。

（
4
1
）
　
『
玉
葉
』
治
承
四
年
七
月
十
六
日
条
・
八
月
四
日
条
・
同
二
十
九
日
条
・
十
月
十
三
日
条
、
『
山
椀
記
』
同
年
八
月
十
二
日
条
・
同

　
　
二
十
四
日
条
・
同
二
十
五
日
条
。

（
4
2
）
　
福
原
に
お
い
て
九
条
兼
実
（
『
玉
葉
』
治
承
四
年
十
月
二
十
日
条
）
、
中
山
忠
親
（
『
山
梶
記
』
同
年
九
月
六
日
条
・
同
二
十
日
条
・

　
　
同
十
月
七
日
条
～
同
二
十
三
日
条
）
、
藤
原
邦
綱
（
『
山
塊
記
』
同
年
十
一
月
二
十
日
条
）
等
が
宿
所
や
亭
宅
を
新
造
し
て
い
る
事
例
が

　
　
見
い
だ
せ
る
が
、
反
面
、
十
月
の
段
階
で
ま
だ
宅
地
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
な
い
者
も
い
た
（
『
玉
葉
』
同
年
十
月
十
三
日
条
）
。
清
盛

　
　
の
私
造
に
よ
る
新
造
内
裏
へ
は
よ
う
や
く
十
一
月
十
一
日
に
遷
幸
が
あ
っ
た
が
（
『
吉
記
』
・
『
玉
葉
』
・
『
百
練
抄
』
同
日
条
）
、
当
初
か

　
　
ら
八
省
等
の
造
営
に
つ
い
て
は
、
明
後
年
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
（
『
玉
葉
』
同
年
八
月
二
十
九
日
条
）
、
そ
れ
も
果

　
　
た
さ
れ
な
い
ま
ま
十
一
月
末
に
還
都
し
た
。
清
盛
の
構
想
に
お
い
て
は
、
新
都
に
お
け
る
外
国
と
の
正
式
な
交
流
の
復
活
と
い
う
も
の

　
　
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
上
述
の
状
態
で
は
、
鴻
腫
館
だ
け
造
営
が
な
っ
た
と
は
考
え
難
い
。

（
4
3
）
　
注
（
3
5
）
で
見
た
事
例
か
ら
、
宋
人
は
大
輪
田
泊
又
は
福
原
の
ど
こ
か
に
逗
留
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

（
4
4
）
　
三
保
氏
前
掲
注
（
1
6
）
論
文
C
、
和
田
氏
前
掲
注
（
1
6
）
書
等
参
照
。

（
4
5
）
　
三
保
氏
前
掲
注
（
1
6
）
論
文
B
一
〇
～
一
三
頁
、
利
光
三
津
夫
「
法
家
坂
上
家
の
研
究
」
（
『
続
律
令
制
の
研
究
』
〔
慶
応
通
信
　
一

　
　
九
八
八
年
〕
）
1
1
A
七
八
頁
・
八
二
～
八
三
頁
・
八
八
頁
・
「
鎌
倉
末
・
南
北
朝
期
に
お
け
る
明
法
家
達
」
（
『
続
律
令
制
の
研
究
』
〔
慶
応

　
　
通
信
　
一
九
八
八
年
〕
）
”
B
一
四
三
頁
。

（
4
6
）
　
往
状
に
「
東
大
寺
大
仏
、
其
功
已
成
、
鋳
師
唐
人
、
今
朝
可
レ
帰
二
本
国
一
云
々
。
誠
是
権
化
之
所
為
、
神
明
之
結
構
也
。
彼
唐
人
、

　
　
錐
レ
欲
二
召
覧
一
、
異
朝
殊
俗
、
韓
不
レ
可
レ
入
二
禁
裏
｝
。
兼
又
廻
却
、
可
レ
謂
二
遺
恨
一
。
可
下
令
二
計
申
一
給
上
者
。
依
二
天
気
【
、
執
達

　
　
如
レ
件
」
、
返
状
に
「
唐
人
事
、
寛
平
法
皇
御
宇
、
召
二
覧
画
工
一
、
後
日
令
レ
悔
給
、
被
レ
誠
二
新
主
一
。
本
朝
人
猶
如
レ
此
、
況
於
二
異
朝
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人
一
者
。
遠
方
殊
俗
人
、
来
入
レ
朝
者
、
所
在
官
司
、
各
造
レ
図
、
画
二
其
容
状
衣
服
一
、
具
序
二
名
号
処
所
並
風
俗
一
、
随
レ
詑
奏
聞
。
公

　
　
式
令
文
如
レ
此
者
、
画
二
其
容
貌
一
、
可
レ
備
二
叡
覧
一
欺
。
以
二
此
旨
一
、
可
レ
令
二
奏
聞
一
之
状
如
レ
件
」
と
あ
る
。
（
傍
線
は
筆
者
に
よ

　
　
る
。
令
条
引
用
部
分
。
）

（
4
7
）
　
三
保
氏
前
掲
注
（
1
6
）
論
文
C
一
七
～
一
八
頁
に
お
い
て
も
、
文
例
全
体
が
事
実
と
い
う
前
提
で
人
物
や
時
期
の
比
定
を
試
み
て
お

　
　
ら
れ
る
が
、
苦
心
の
程
が
窺
わ
れ
る
。

（
4
8
）
　
『
玉
葉
』
寿
永
三
年
五
月
十
三
日
条
。

（
4
9
）
　
三
保
氏
前
掲
注
（
1
6
）
論
文
C
↓
八
頁
。

（
5
0
）
　
往
状
に
「
昨
日
盗
人
、
取
二
内
印
一
云
々
。
未
曾
有
事
欺
。
件
印
寸
法
、
有
二
所
見
一
者
、
可
二
注
給
一
也
。
兼
又
内
文
、
並
外
記
政
所

　
　
印
之
文
、
書
分
別
文
等
哉
。
外
印
諸
司
諸
国
印
寸
法
、
同
可
二
注
給
一
。
有
丁
可
二
見
合
一
事
上
、
傍
尋
申
也
。
謹
言
」
、
返
状
に
「
印
事
、

　
　
神
璽
、
謂
二
践
詐
之
日
寿
璽
一
、
宝
而
不
レ
用
。
内
印
方
三
寸
、
五
位
已
上
位
記
、
及
下
二
諸
国
一
公
文
則
印
。
外
印
方
二
寸
半
、
六
位
以

　
　
下
位
記
、
及
太
政
官
文
案
則
印
。
諸
司
印
方
二
寸
二
分
、
上
レ
官
公
文
、
及
案
移
牒
則
印
。
諸
国
印
方
二
寸
、
上
レ
京
公
文
、
及
案
調

　
　
物
則
印
。
公
式
令
所
レ
注
如
レ
此
。
此
内
印
盗
犯
、
可
レ
悲
々
々
。
但
、
只
今
或
下
人
来
日
、
小
舎
人
従
二
小
男
一
盗
二
取
之
一
、
已
被
二
捕
　
　
2
4

　
　
取
一
者
、
主
居
神
猶
御
坐
欺
。
夕
方
可
二
参
啓
一
之
状
、
如
レ
件
」
と
あ
る
。
な
お
、
第
三
十
条
と
第
六
十
条
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
三
　
　
一

　
　
保
氏
前
掲
注
（
1
6
）
論
文
B
八
頁
を
参
照
。
（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
令
条
引
用
部
分
。
）

（
5
1
）
　
三
保
氏
前
掲
注
（
1
6
）
論
文
C
二
五
頁
。

（
5
2
）
　
三
保
氏
前
掲
注
（
1
6
）
論
文
B
九
頁
。

（
5
3
）
　
三
保
氏
前
掲
注
（
1
6
）
論
文
B
一
三
頁
で
、
返
状
に
つ
い
て
も
、
編
者
が
一
部
他
人
の
手
紙
を
手
直
し
し
て
取
り
込
み
な
が
ら
、
大

　
　
部
分
は
自
分
の
手
に
成
る
も
の
を
使
う
と
い
っ
た
形
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
5
4
）
　
三
保
氏
・
利
光
氏
前
掲
注
（
4
5
）
論
文
か
ら
、
後
に
「
鴻
臆
館
」
の
土
地
を
管
領
し
た
姉
小
路
判
官
家
の
先
祖
が
、
『
問
答
』
の
文

　
　
例
中
に
登
場
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
成
立
に
関
与
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
坂
上
流
中
原
氏
が
い
つ
か
ら
「
鴻
臆
館
」
と
関

　
　
わ
り
を
持
っ
た
の
か
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
あ
る
い
は
こ
の
問
題
を
解
く
糸
口
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
注
（
3
7
）
・
（
4
2
）
で
触

　
　
れ
た
通
り
、
清
盛
の
対
外
方
針
・
構
想
に
つ
い
て
も
検
討
を
深
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
5
5
）
　
『
史
料
京
都
の
歴
史
1
2
下
京
区
』
（
平
凡
社
　
一
九
八
］
年
）
二
五
頁
・
五
〇
四
頁
、
前
掲
注
（
1
9
）
『
角
川
地
名
』
八
一
～
八
二
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頁
。

（
5
6
）
　
前
掲
注
（
5
5
）
『
史
料
京
都
の
歴
史
1
2
下
京
区
』
一
六
～
一
七
頁
。

（
5
7
）
　
川
瀬
一
馬
『
古
辞
書
の
研
究
』
（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
　
一
九
五
五
年
）
五
一
五
～
五
｝
六
頁
。

（
5
8
）
　
七
条
朱
雀
辺
に
つ
い
て
は
、
春
日
祭
に
際
し
て
二
昨
夜
亥
時
於
二
七
条
朱
雀
辻
一
留
二
御
車
一
、
官
人
等
行
二
除
目
一
、
先
例
也
」

　
　
（
『
中
右
記
』
大
治
五
年
〔
一
＝
二
〇
〕
十
一
月
十
日
条
）
と
い
う
場
で
あ
っ
た
こ
と
、
検
非
違
使
が
流
人
を
配
流
す
る
際
、
西
国
に

　
　
流
さ
れ
る
者
を
「
七
条
朱
雀
之
辺
」
で
領
送
使
に
引
き
渡
し
、
そ
こ
か
ら
京
外
に
追
放
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
康
平
七
年
〔
一
〇
六

　
　
四
〕
、
応
保
三
年
〔
＝
六
三
〕
等
に
そ
の
事
例
が
確
認
さ
れ
、
康
平
七
年
に
は
七
条
朱
雀
辺
に
「
人
宅
」
が
あ
っ
た
（
『
清
癬
眼
抄
』
）
。

（
5
9
）
前
掲
注
（
1
9
）
『
角
川
地
名
b
九
二
頁
に
、
史
料
⑤
の
A
「
七
条
鴻
臆
館
」
を
地
名
と
し
て
と
ら
え
る
視
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
6
0
）
系
譜
・
官
歴
に
つ
い
て
は
、
利
光
氏
前
掲
注
（
4
5
）
論
文
B
一
四
七
～
一
五
三
頁
、
布
施
弥
平
治
『
明
法
道
の
研
究
』
（
新
生
社

　
　
一
九
六
六
年
）
二
八
三
～
二
八
四
頁
、
今
江
広
道
「
法
家
中
原
氏
系
図
考
証
」
（
『
書
陵
部
紀
要
』
二
七
　
一
九
七
五
年
）
二
〇
～
二
一

　
　
頁
参
照
。

（
6
1
）
　
利
光
氏
前
掲
注
（
4
5
）
論
文
B
一
五
三
～
一
六
六
頁
。

（
6
2
）
　
布
施
氏
前
掲
注
（
6
0
）
書
三
二
二
頁
。

（
6
3
）
　
明
世
の
子
。
史
料
⑨
の
他
、
『
親
長
卿
記
』
文
正
元
年
七
月
十
九
日
条
（
姉
小
路
道
志
）
・
同
八
月
五
日
条
、
『
歴
名
土
代
』
従
五
位

　
　
下
項
（
文
明
十
一
年
十
二
月
三
十
日
、
右
衛
門
大
尉
）
、
『
宣
胤
卿
記
』
文
明
十
二
年
三
月
八
日
条
（
大
尉
）
、
『
宣
胤
卿
記
』
・
『
長
興
宿

　
　
禰
記
』
・
『
大
日
本
史
料
八
－
一
二
』
文
明
十
二
年
三
月
二
十
九
日
条
（
明
法
博
士
）
、
『
宣
胤
卿
記
』
永
正
十
四
年
正
月
七
日
条
（
姉
小

　
　
路
大
判
事
）
に
見
え
る
。
以
上
の
史
料
は
、
末
柄
豊
氏
の
ご
教
示
に
よ
っ
て
採
録
し
た
。

（
6
4
）
　
史
料
⑦
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
利
光
氏
前
掲
注
（
4
5
）
論
文
B
＝
一
＝
～
一
五
三
頁
参
照
。

（
6
5
V
　
利
光
氏
前
掲
注
（
4
5
）
論
文
B
＝
二
八
頁
で
は
、
「
恐
ら
く
は
、
こ
の
地
は
、
法
家
坂
上
氏
嫡
流
が
、
鎌
倉
時
代
よ
り
継
承
し
た
、

　
　
一
円
知
行
の
京
内
荘
地
で
あ
っ
た
」
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

（
6
6
）
貞
治
六
年
に
お
け
る
「
鴻
臆
館
」
を
め
ぐ
る
事
情
は
、
利
光
氏
前
掲
注
（
4
5
）
論
文
B
一
五
八
頁
参
照
。
ま
た
、
史
料
⑧
b
及
び

　
　
『
師
守
記
』
同
年
七
月
四
日
条
・
同
六
日
条
・
同
十
八
日
条
参
照
。

（
6
7
）
史
料
⑧
a
・
b
・
c
・
d
・
e
・
f
及
び
『
師
守
記
』
貞
治
六
年
四
月
二
十
七
日
条
・
同
五
月
二
十
二
日
条
・
同
七
月
五
日
条
・
同 一25一
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AConsideration　of　Heianky6－K6rokan（平安京鴻櫨館），

the　International　Reception　Hall　in．Capitai　City　Heian．

Miwako　Hara

1
㊤
N
l　After　the　last　visit　of　Bokkai（渤海）and　Tδtan（東丹）in　the　IOth　century，“Heiankyδ・K6rokan”，　which　was　the

international　reception　hall　in　the　Japanese　capital　city　of　Heian，　lost　its　primary　allotment　of　duties．　Therefore，　there

remain　few　historical　materials　about　Heianky6・K6rokan．　The　author　believes　that　some　former　studies　gave　a

wrong　interpretation　of　the　materials．

　In　reexamining　those　materials，　the　author　came　to　the　following　conclusion：The　building　of　Heianky6－K6rokan

was　on　the　wane　after　975　and　the　foundat量on　stones　of　Kδrokan　were　carried　away　in　102L　Since　then，　Kδrokan　has

never　been　rβconstructed　in　the　capital　city　Heian，　but　the　place・name“K6rokan”remained　there　til1　the　15th　century．

（齢麹纒十く卦輔く4》く蕪紳宙駅葎月く卦帥督壇舶灘畏騒騨糾週督曲噌卦）


